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子宮筋腫・内膜症と体外受精
その不妊機序と一般不妊治療・体外受精の有効性

採卵困難症例と対応　採卵針の工夫など

体外受精で受精失敗を回避するために
split-ICSI・rescue-ICSI の意義

顕微授精で受精失敗を回避するために
人為的卵子活性化

顕微授精で受精卵の障害を低減するために
紡錘体の確認と Piezo-ICSI

ヒアルロン酸結合能による精子選別　PICSI の有用性

高倍率観察による精子選別
IMSI と ZyMot の有用性

培養液と培養環境
one-step 培養液と sequential 培養液，pH測定など

ヒト胚の発生と形態学的胚評価

タイムラプスによる胚評価法　その臨床的意義

PGT-A による染色体正常胚の選別
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胚培養―着床率の高い受精卵を選別して妊娠率を向上させる

胚移植失敗の原因と回避　移植胚数と胚移植の基本的手技

着床を促進する因子　内膜スクラッチ・エンブリオグルー

慢性子宮内膜炎・子宮内細菌叢と着床
子宮内環境の評価法と治療法

着床時期検査の実施法と有用性
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凍結胚移植の内膜調整
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なぜ 3日目からの刺激なのか，ランダムスタートでどう変わったか
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卵胞過剰刺激症候群（OHSS）回避の最近の考え方

クロミフェン・レトロゾールを用いた調節卵巣刺激

rFSH 製剤・ホリトロピンデルタ（レコベル®）の用い方と
有用性

ホルモン受容体陽性乳がん患者に対する妊孕性温存療法における
アロマターゼ阻害薬を併用した調整卵巣刺激の意義

自然周期採卵（natural cycle）の意義

胚凍結ー受精卵を効率的に安全に凍結する
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提供精子・提供卵子第5章
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凍結融解胚移植の治療成績がよいのはなぜ？

プロゲステロンによる新しい LHサージ抑制　
PPOS 法による調節卵巣刺激

hCG 投与とそれ以外の LHサージ誘発法
double/dual trigger・r-hCG とその臨床的意義

内因性 LHサージ抑制法
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